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	防潮林について
	①漂流物の移動阻止機能�樹木が漂流物の移動を阻止し、移動によって生じる�二次的災害を軽減または防止する
	②流速の低下と破壊力減少機能�　津波や高潮の波力を減殺して流速やエネルギーを低下させ、�その破壊力を弱める。�
	③跳波による破壊防止機能�　跳波による破壊力を軽減または防止する。　
	④すがりつきの対象となる機能�　高波にさらわれたり人がすがりついたり、ひっかかる対象となる。�
	⑤砂丘の移動阻止機能�　強風による砂丘の移動を防いで海岸に高い地形を保ち、�それが津波高潮に対する　障壁となって海水の浸入を防止する。

